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人
間
の
慢
心
を
戒
め
、深
く
大
地
に
根
差
し
て

上
杉
　
忍

［
巻
頭
言
］

二
〇
一
三
年
に
は
、
人
文
学
部
開
設
二
〇
周
年
と
人
文
学
会
創
立
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
盛
大
に
行
わ

れ
、
こ
の
『
年
報　

新
人
文
学
』
が
第
一
〇
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
新
人
文
学
」
の
提
言
は
、
人
間
を
慢
心
さ
せ
た
人
文
主
義
に
対
す
る
反
省
か
ら
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、

濱
忠
雄
氏
の
「『
人
文
主
義
』
の
意
義
を
全
否
定
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
『
た
ら
い
の
水
と
一
緒
に
赤
子
を
流
す
』
の
に

等
し
い
」（
本
誌
第
五
号
巻
頭
言
）
と
の
指
摘
は
、
近
年
、
と
く
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
反
テ
ロ
を
口
実

と
し
た
愛
国
者
法
に
よ
っ
て
権
力
の
不
当
捜
査
を
禁
止
し
た
憲
法
修
正
第
四
条
が
骨
抜
き
に
さ
れ
、
日
本
で
は
自
民
党
憲

法
改
正
草
案
が
、
国
民
の
権
利
を
「
公
益
お
よ
び
公
の
秩
序
」
の
中
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
を
主
張
し
、
自
然
権
思
想
に
も

と
づ
く
人
権
概
念
そ
の
も
の
を
脅
か
し
て
い
る
か
ら
だ
。

と
は
言
え
、
人
文
主
義
が
、「
文
明
」
の
名
の
も
と
に
自
然
破
壊
や
植
民
地
、
黒
人
奴
隷
制
、
人
種
差
別
、
女
性
差
別
を

肯
定
・
促
進
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
国
連
が
、
こ
れ
ら
を
肯
定
す
る
思
想
を
克
服
目
標
に
掲
げ
た
の
は
一
九

六
〇
年
代
以
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
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人
文
主
義
に
対
し
て
最
も
体
系
的
で
強
力
な
対
案
を
突
き
つ
け
た
の
は
、マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
だ
っ
た
。
し
か
し
、

ロ
シ
ア
で
レ
ー
ニ
ン
が
権
力
を
奪
取
し
、
世
界
中
に
共
産
党
と
い
う
少
数
の
結
束
し
た
前
衛
党
組
織
が
広
が
り
、
彼
ら
が

世
界
各
地
で
革
命
運
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
提
起
が
、
広
く
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。「
革
命
」
に
よ
っ
て
そ
の
社
会
の
諸
問
題
が
一
気
に
解
決
さ
れ
る
と
の
「
夢
」
が
こ
れ
ほ
ど
急
激
に
世
界
中
の
大
衆
の

間
に
蔓
延
し
た
こ
と
は
世
界
史
上
、
ま
れ
な
こ
と
だ
っ
た
。
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
に
よ
れ
ば
、「
そ
の
地
球
大
の
広

が
り
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
成
立
後
の
最
初
の
一
世
紀
に
お
け
る
征
服
活
動
以
来
、
お
よ
そ
類
例
の
な
い
も
の
」（『
極
端
な
時

代
︱
︱
二
〇
世
紀
の
歴
史
』）
だ
っ
た
。

社
会
主
義
国
家
の
時
代
は
、
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
の
言
う
「
総
力
戦
の
時
代
」
と
ピ
タ
リ
と
重
な
る
。
東
西
を
問
わ
な
い
国

家
権
力
を
総
動
員
し
た
科
学
技
術
・
文
化
政
策
の
展
開
、
生
産
力
の
飛
躍
的
拡
大
、
恒
常
的
戦
争
準
備
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
、
国
家
機
構
の
肥
大
化
、
農
村
の
衰
微
と
都
市
の
肥
大
化
、
自
然
破
壊
、
地
球
環
境
の
危
機
が
一
気
に
進
行
し
、
人

間
が
何
で
も
で
き
る
と
言
う
「
人
間
の
慢
心
」
が
こ
れ
ほ
ど
昂
進
し
た
時
代
は
な
か
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
現
実
の

社
会
主
義
国
家
は
、
生
産
力
至
上
主
義
と
人
間
社
会
改
造
へ
の
「
人
間
の
慢
心
」
の
道
を
突
き
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
社
会

主
義
革
命
へ
の
道
の
設
計
図
の
鏡
と
な
る
歴
史
の
設
計
図
、
す
な
わ
ち
「
史
的
唯
物
論
」
に
も
と
づ
く
理
想
社
会
へ
の
移

行
の
必
然
性
を
説
く
安
易
な
「
世
界
史
の
発
展
法
則
」
が
大
き
な
力
を
持
ち
、
法
則
が
裸
で
歩
い
て
い
る
よ
う
な
歴
史
が

た
く
さ
ん
書
か
れ
「
千
年
王
国
論
」
を
支
え
て
き
た
。

地
球
の
生
誕
、
人
類
の
発
生
か
ら
、
自
然
と
人
間
の
歴
史
を
鳥
瞰
し
、
危
機
的
な
現
代
世
界
の
将
来
展
望
を
模
索
し
て

き
た
藤
岡
惇
は
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
か
ら
最
初
の
千
年
紀
を
「
神
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
と
規
定
し
、
次
の
千
年
紀
を
「
自
己
を

中
心
と
し
て
世
界
が
回
っ
て
い
る
と
言
う
観
念
的
な
天
動
説
」
に
染
ま
っ
た
「
人
間
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
だ
っ
た
と
整
理
し
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た
上
で
、
第
三
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
課
題
は
、「
自
然
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
」へ
の
転
換
で
あ
る
べ
き
だ
と
提
言
し
て
い
る
。（「
帰

り
な
ん
、
い
ざ
豊
饒
の
大
地
と
海
に
︱
︱
平
和
な
エ
コ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
創
造
︱
︱
」『
立
命
館
経
済
学
』
六
〇
巻
特
別
号

十
一
）
彼
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
『
共
産
党
宣
言
』
で
、「
農
業
経
営
と
工
業
経
営
の
統
合
、
農
村
と
都

市
の
対
立
の
除
去
」
を
提
言
し
、
マ
ル
ク
ス
は
晩
年
に
入
っ
て
も
「
大
地
へ
の
人
間
の
回
帰
を
『
未
来
社
会
』
に
と
っ
て

の
必
須
条
件
」
だ
と
主
張
し
続
け
た
と
言
う
。（「
ソ
連
の
本
質
は
『
国
家
産
業
主
義
』
だ
っ
た
︱
︱
大
地
・
生
産
手
段
へ

の
高
次
回
帰
、
自
由
時
間
の
拡
大
を
指
標
に
考
え
る
」『
立
命
館
経
済
学
』
六
一
巻
特
別
号
十
二
）

で
は
「
大
地
へ
の
人
間
の
回
帰
」
は
ど
う
実
現
さ
れ
う
る
の
か
。
池
澤
夏
樹
は
「
目
前
の
あ
ま
り
の
不
正
と
矛
盾
に
対

す
る
抑
え
よ
う
の
な
い
怒
り
。・
・
・
自
分
の
無
力
が
わ
か
っ
て
い
る
分
だ
け
苛
立
ち
が
募
る
。・
・
・
一
気
逆
転
を
夢
見

る
よ
う
に
な
る
」（「
終
わ
り
と
始
ま
り
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
十
一
月
五
日
）の
は
理
解
で
き
る
と
書
い
て
い
る
。

だ
が
、「
一
気
逆
転
」
の
夢
は
も
は
や
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

彼
は
、
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。「
か
つ
て
『
革
命
』
と
い
う
幻
想
が
あ
り
ま
し
た
。
革
命
と
い
う
の
は
、
あ
る
思

想
的
な
原
理
を
実
行
に
移
し
て
、
社
会
全
体
を
根
本
的
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
・
・
・
そ
う
い
う
も
の
が
み
ん
な

失
わ
れ
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
大
き
な
物
語
の
破
片
の
間
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。
・
・
・

で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
・
・
・
全
部
の
問
題
を
解
決
し
て
理
想
の
社
会
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ず
・
・
・
バ
ラ
バ

ラ
な
問
題
の
一
個
ず
つ
を
、
個
々
に
何
と
か
し
て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」（『
世
界
文
学
を
読
み
ほ
ど
く
』

新
潮
選
書
、
二
〇
〇
五
年
）

破
壊
・
解
体
も
容
易
で
は
な
い
が
、
建
設
は
難
し
い
。
深
く
大
地
に
根
差
し
て
（
歴
史
家
な
ら
「
大
衆
の
日
常
生
活
、

あ
る
い
は
生
の
史
料
」
に
あ
く
ま
で
忠
実
に
）「
バ
ラ
バ
ラ
な
問
題
の
一
個
ず
つ
を
、
何
と
か
し
て
い
く
」
し
か
な
い
。
あ
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く
せ
く
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
追
い
か
け
回
す
の
は
虚
し
い
。
そ
の
う
ち
き
っ
と
何
か
し
っ
か
り
し
た
も
の
が
醸
成
さ
れ

て
く
る
に
違
い
な
い
と
心
待
ち
に
し
よ
う
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
私
は
四
年
前
札
幌
に
来
て
以
来
、
平
取
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
た
ち
の
三
〇
〇
年
か
け
て
山
を
再
生
さ

せ
る
植
林
運
動
に
少
し
ば
か
り
協
力
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

（
う
え
す
ぎ　

し
の
ぶ
・
北
海
学
園
大
学
大
学
院
教
授
）


